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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 113,708 5.6 7,338 0.5 8,009 2.5 △346 ―
27年3月期第1四半期 107,677 0.7 7,300 △9.5 7,817 △6.1 5,154 7.0

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 2,140百万円 （△46.2％） 27年3月期第1四半期 3,980百万円 （△49.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 △3.81 ―
27年3月期第1四半期 56.90 56.87

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第1四半期 378,874 238,549 59.8
27年3月期 375,195 239,216 60.6
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 226,576百万円 27年3月期 227,377百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 25.00 ― 33.00 58.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） 30.00 ― 30.00 60.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 228,000 4.0 14,500 △4.6 15,000 △6.9 3,500 △66.6 38.43
通期 471,000 4.2 33,000 5.8 34,000 5.5 16,500 △16.4 181.13



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.平成27年４月27日に公表した連結業績予想は、当第１四半期連結会計期間において、第２四半期連結累計期間、通期ともに修正しております。詳細につきま
しては、本日開示の「特別損失の計上並びに業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
2.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 94,234,171 株 27年3月期 94,234,171 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 3,113,969 株 27年3月期 3,256,475 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 91,044,824 株 27年3月期1Q 90,587,817 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は113,708百万円と、前年同四半期に比べ6,031百

万円(5.6％)の増収となりました。利益につきましては、連結営業利益は7,338百万円と、前年同四半期に比べ38百

万円(0.5％)、連結経常利益は8,009百万円と、前年同四半期に比べ192百万円(2.5％)それぞれ増益となりました。

親会社株主に帰属する四半期純損益は過去に製品保証引当金として計上した製品保証費用について、諸条件を見直

した結果、製品保証引当金繰入額6,100百万円を特別損失として計上した影響などにより346百万円の損失(前年同

四半期は5,154百万円の利益)となりました。

 

セグメントの業績は、次の通りであります。

（日本）

 客先生産台数の減少などにより、売上高は63,434百万円と、前年同四半期に比べ3,893百万円(△5.8％)の減収と

なりました。営業利益は、合理化努力や円安の効果があったものの、売上高の減少などにより2,625百万円と、前

年同四半期に比べ588百万円（△18.3％)の減益となりました。

 

（北米）

 客先生産台数の増加や、円安による為替換算上の影響などにより売上高は31,691百万円と、前年同四半期に比べ

6,817百万円(27.4％)の増収となりました。営業利益は、売上高の増加や合理化努力などにより2,456百万円と、前

年同四半期に比べ1,201百万円（95.7％)の増益となりました。

 

（アジア）

 タイでの主要客先向け売上高の減少はあったものの、円安による為替換算上の影響などにより売上高は25,958百

万円と、前年同四半期に比べ3,008百万円(13.1％)の増収となりました。営業利益は、タイでの操業度減の影響や

減価償却費などの固定費の増加により1,812百万円と、前年同四半期に比べ466百万円(△20.5％)の減益となりまし

た。

 

（その他）

 売上高は6,731百万円と、前年同四半期に比べ152百万円(2.3％)の増収となりました。営業利益は、114百万円

と、前年同四半期に比べ289百万円(△71.7％)の減益となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、主に現金及び預金の増加により378,874百万円と、前連結会計年度末

に比べ、3,679百万円増加いたしました。負債は、主に製品保証引当金の増加により140,325百万円と、前連結会計

年度末に比べ、4,347百万円増加いたしました。純資産は、主に配当金の支払による利益剰余金の減少により

238,549百万円と、前連結会計年度末に比べ、667百万円減少いたしました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成27年４月27日決算発表時の公表値を

修正しております。詳細につきましては、本日開示の「特別損失の計上並びに業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご覧ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、税引前四半期純損失となった場合等には、法定実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。)等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的

な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主

持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結

会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 この結果、当第１四半期連結会計期間末の資本剰余金が1百万円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 25,828 30,799 

受取手形及び売掛金 61,353 58,858 

電子記録債権 9,833 9,639 

有価証券 37,234 32,551 

商品及び製品 9,747 9,613 

仕掛品 17,819 16,734 

原材料及び貯蔵品 8,177 8,592 

その他 18,514 24,882 

貸倒引当金 △46 △45 

流動資産合計 188,464 191,626 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 32,028 30,979 

機械装置及び運搬具（純額） 34,665 32,916 

その他（純額） 37,453 39,040 

有形固定資産合計 104,147 102,936 

無形固定資産    

のれん 133 125 

その他 1,925 1,989 

無形固定資産合計 2,059 2,114 

投資その他の資産    

投資有価証券 52,205 53,557 

その他 28,439 28,761 

貸倒引当金 △121 △121 

投資その他の資産合計 80,523 82,197 

固定資産合計 186,731 187,248 

資産合計 375,195 378,874 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 40,407 39,190 

電子記録債務 17,383 16,393 

短期借入金 3,260 2,119 

1年内返済予定の長期借入金 177 177 

未払法人税等 2,455 1,719 

賞与引当金 7,223 3,872 

製品保証引当金 14,289 20,427 

その他の引当金 358 79 

資産除去債務 63 34 

その他 23,300 28,466 

流動負債合計 108,918 112,480 

固定負債    

長期借入金 1,658 1,683 

役員退職慰労引当金 585 342 

退職給付に係る負債 19,078 19,325 

資産除去債務 144 144 

その他 5,593 6,349 

固定負債合計 27,060 27,845 

負債合計 135,978 140,325 

純資産の部    

株主資本    

資本金 22,856 22,856 

資本剰余金 25,432 25,500 

利益剰余金 162,175 158,826 

自己株式 △5,856 △5,600 

株主資本合計 204,607 201,582 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,778 6,085 

為替換算調整勘定 9,268 10,325 

退職給付に係る調整累計額 8,723 8,583 

その他の包括利益累計額合計 22,769 24,993 

新株予約権 239 162 

非支配株主持分 11,599 11,811 

純資産合計 239,216 238,549 

負債純資産合計 375,195 378,874 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 107,677 113,708 

売上原価 91,962 97,364 

売上総利益 15,714 16,343 

販売費及び一般管理費 8,414 9,005 

営業利益 7,300 7,338 

営業外収益    

受取利息 98 86 

受取配当金 170 185 

持分法による投資利益 53 201 

為替差益 89 125 

その他 173 125 

営業外収益合計 584 723 

営業外費用    

支払利息 43 30 

その他 23 21 

営業外費用合計 67 52 

経常利益 7,817 8,009 

特別利益    

新株予約権戻入益 16 2 

特別利益合計 16 2 

特別損失    

減損損失 － ※ 1,617 

投資有価証券評価損 1 － 

製品保証引当金繰入額 － 6,100 

特別損失合計 1 7,717 

税金等調整前四半期純利益 7,832 294 

法人税等 2,394 407 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 5,438 △112 

非支配株主に帰属する四半期純利益 283 233 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
5,154 △346 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 5,438 △112 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △54 1,320 

為替換算調整勘定 △1,370 1,092 

退職給付に係る調整額 19 △141 

持分法適用会社に対する持分相当額 △51 △18 

その他の包括利益合計 △1,457 2,253 

四半期包括利益 3,980 2,140 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,800 1,877 

非支配株主に係る四半期包括利益 179 263 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 減損損失

 当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

 該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

場所 用途 種類 金額

ブラジル 生産設備 機械装置及び運搬具等 1,617百万円

 当社グループの減損会計適用にあたっての資産グルーピングは、原則として継続的に損益の把握を実施している

管理会計上の単位である事業部別に行っております。なお、一部の連結子会社については、会社単位を基準として

グルーピングを行っております。この他に、賃貸用資産、遊休資産については、それぞれの個別物件を基本単位と

してグルーピングしております。本社、福利厚生施設等については独立したキャッシュ・フローを生み出さない共

用資産としております。

 当第１四半期連結累計期間において、一部の地域の事業環境は厳しく、生産設備の帳簿価額を回収可能価額まで

減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に1,617百万円計上しております。なお、当資産グループの回収可

能価額は使用価値により測定しております。また、使用価値の測定にあたっては、将来キャッシュ・フローを

19.4％で割り引いて算定しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日  至 平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 55,657 24,814 20,755 101,226 6,450 107,677 － 107,677 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

11,670 60 2,194 13,925 128 14,053 △14,053 － 

計 67,327 24,874 22,950 115,152 6,579 121,731 △14,053 107,677 

セグメント利益 3,213 1,255 2,278 6,747 403 7,151 149 7,300 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

    の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額149百万円は、セグメント間取引消去であります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

 日本セグメントにおいて、㈱TRMACエンジニアリング（現 ㈱東海理化アドバンスト）が持分法適用関連会社

から連結子会社となったことに伴い、当第１四半期連結累計期間において、のれんの金額が154百万円増加して

おります。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日  至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 52,316 31,597 23,177 107,091 6,616 113,708 － 113,708 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

11,117 93 2,780 13,992 115 14,107 △14,107 － 

計 63,434 31,691 25,958 121,084 6,731 127,816 △14,107 113,708 

セグメント利益 2,625 2,456 1,812 6,895 114 7,010 327 7,338 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

    の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額327百万円は、セグメント間取引消去であります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 その他セグメントにおいて、一部の地域の事業環境は厳しく、生産設備の帳簿価額を回収可能価額まで減

額しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間において1,617百万円でありま

す。
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